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吉舎町　人口の動き

人口：4，511人（－2人先月比）

男：2，081人　女i2，430人

世帯数：1，851世帯（平成23年3月1日現在）ささ
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〈
華
。
麗
藷
o

去
る
平
成
2
3
年
2
月
2
7

日
　
日
曜
日
、
中
四
字
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
落

成
式
・
祝
賀
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
地
域
の
皆
さ

ん
、
ご
来
賓
の
方
々
1
6
0

名
か
ら
の
祝
福
を
頂
き
、
晴

天
の
も
と
厳
粛
の
な
か
華
や

か
に
門
出
を
祝
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
出
来
て
大
変
喜
ば
し

く
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

吉
舎
訳
は
、
吉
舎
町
の
表

玄
関
で
あ
る
と
考
え
ま
し
て

こ
の
場
所
を
選
択
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
は
、

新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
を
活
動
の
拠
点
と
し

て
、
地
域
の
更
な
る
発
展
と

「
な
か
よ
く
暮
ら
せ
る
里
づ

く
り
」
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
践
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
吉
舎
町
の
表
玄
関
と
し

て
の
役
も
担
い
な
が
ら
、
青

少
年
の
健
全
育
成
と
見
守

り
、
高
齢
者
の
相
談
な
ど
日

常
的
に
関
わ
る
な
か
で
、
地

域
の
活
動
が
吉
舎
町
の
発
展

の
一
助
に
な
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
建
設
に
携
わ
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
全
て
の

み
な
様
に
、
感
謝
を
申
し
あ

げ
ま
す
と
共
に
、
こ
れ
か
ら

も
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
寺
戸
照
一
）

吉
舎
自
治
振
興
会
は
、

2
月
2
7
日
　
日
曜
日
に
吉

舎
公
園
へ
の
芝
桜
植
栽
を
行

な
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
地
域
内
の
一
斉

清
掃
と
並
行
し
ま
し
た
が

3
6
名
の
皆
さ
ん
が
公
園
へ

集
い
活
動
を
展
開
し
ま
し

た。

芝
桜
の
苗
は
5
色
4
0

0
本
、
前
日
か
ら
の
段
取
り

で
準
備
し
て
い
た
場
所
へ

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
丁
寧
に
植

え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
作
業

は
順
調
に
進
み
、
公
園
内
の

ご
み
や
石
拾
い
な
ど
環
境
整

偏
も
行
な
い
ま
し
た
。

芝
桜
の
花
に
、
芝
生
の
緑
が
映
え

る
景
色
が
待
ち
遠
し
く
そ
れ
ぞ
れ
の

生
長
が
楽
し
み
で
す
。

ご
協
力
下
さ
い
ま
し
た
皆
様
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（

松
浦
正
法
）
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河
川
愛
護
月
間
絵
呑
綬

国
土
交
通
省
が
平
成
2
2
年
1
月
1
日
か
ら

7
月
3
1
日
に
全
国
で
募
集
し
た
「
河
川
愛
護

月
間
」
絵
手
紙
部
門
で
、
八
幡
小
学
校
1
年
生

の
長
畑
桜
弥
さ
ん
の
作
品
が
、
全
応
募
作
品
1

3
8
7
点
の
中
か
ら
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し

た。
2
月
1
5
日
　
火
曜
日
、
国
土
交
通
省
企
画
専

門
官
　
橋
本
和
幸
氏
が
八
幡
小
学
校
に
来
校
し

て
、
国
土
交
通
大
臣
賞
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

桜
弥
さ
ん
は
「
き
れ
い
な
川
に
し
て
、
お

と
ず
っ
と
友
達
で
い
た
い
」
と
言
う
思
い
で
書

か
れ
た
そ
う
で
す
。
多
く
の
人
達
が
同
じ
気
持

ち
に
な
る
と
川
も
綺
麗
に
な
っ
て
住
み
よ
い
環

っ
て
い
く

町
内
卓
球
大
会

2
月
1
3
日
　
日
曜
日
、

午
前
9
時
か
ら
B
＆
G
海

洋
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
平
成

2
2
年
度
町
内
卓
球
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

卓
球
は
、
こ
の
寒
い
季
節
で
も
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
が
共
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
、

町
内
卓
球
大
会
も
合
併
以
前
か
ら
取
り
組
ま
れ

て
お
り
、
毎
年
多
く
の
人
た
ち
が
参
加
し
て
楽

し
い
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

団
体
戦

個
人
戦

小
学
生
の
部

中
学
生
の
部

女
子
一
部

女
子
二
部

男
子
的
歳
以
下

男
子
0
0
歳
以
上

優
勝

準
優
勝

優
勝

準
優
勝

優
勝

準
優
勝

優
勝

準
優
勝

優
勝

準
優
勝

優
勝

準
優
勝

擾
勝

吉
舎
A
チ
ー
ム

中
四
字
チ
ー
ム

伊
達
　
者
大

法

林

　

和

村
上
　
健

久
保
井
　
太
陽

杉
原
　
智
美

梶
木

法
林

上
岡

伊
野
木

池
田

野
上

準
優
勝
　
二
井
見

（廣畑

文
子

暁
美

ひ
と
み

忠
浩清

治昭
秀

義行）

ノ
謎
懸
鮮
蟹
蟹
箆
遜
鰭
超
小
鰭
醍
脇
貸
館
鍾
鑑
鞘
鐘
鰹
詮
議
塗
説
露
超
鎚
飴
－
旛
－
捻
－
鏑
「
盤
「

映
画
会
の
お
知
ら
せ

と
　
き
　
3
月
2
6
日
　
（
土
）
　
1
3
時
0
0
分
～

と
こ
ろ
　
三
良
坂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

入
場
料
　
中
学
生
以
上
　
5
0
0
円

小

学

生

　

　

3

0

0

円

※

幼

児

　

　

無

料

主
　
催
　
三
良
坂
町
自
治
振
興
区
連
絡
協
議
会

1
月
0
0
日
　
日
曜
日
、
徳
市
自
治
振
興
会

で
は
徳
市
女
性
会
の
主
催
に
よ
り
新
年
お
茶
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
マ
イ
ナ
ス
1
2
度
と
、
こ
の
冬
一
番

の
寒
さ
を
記
録
し
た
日
の
前
日
で
し
た
が
、
紅

い
毛
せ
ん
が
敷
い
て
あ
る
暖
か
い
部
屋
で
自
一

色
に
な
っ
た
外
庭
の
雪
景
色
の
風
情
も
楽
し
み

の
一
つ
で
し
た
。
床
に
は
「
和
」
　
の
軸
と
椿
の

花
一
輪
、
そ
し
て
羽
子
板
香
合
が
か
ざ
ら
れ
て

い
ま
す
。

毛
せ
ん
に
着
席
し
て
耳
を
澄
ま
す
と
か
す
か

に
琴
の
音
色
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
あ
れ
は
宮

城
道
雄
の
　
「
春
の
海
」
。
お
茶
席
は
ま
る
で
日

常
の
あ
わ
た
だ
し
さ
か
ら
抜
け
出
し
た
別
世
界

で
す
。
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
中
で
女
性
会
の

皆
さ
ん
の
お
点
前
で
お
い
し
い
お
抹
茶
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

参
加
い
た
だ
い
た
分
校
児
童
を
は
じ
め
2
0

名
の
皆
さ
ん
は
久
し
ぶ
り
の
お
茶
会
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
時
々
お
茶
の
作
法
を
た
ず
ね
な
が
ら

も
、
慣
れ
た
所
作
で
お
茶
を
お
い
し
く
い
た
だ

い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

新
年
を
お
祝
い
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
和
や

か
な
ひ
と
時
で
し
た
。
　
　
（
野
営
原
　
暢
）

今
大
会
も
町
内
各
地
か
ら
団
体
戦
4
チ
－

、
個
人
戦
で
小
中
学
生
2
0
名
、
成
人
3
5
名

参
加
者
が
あ
り
、
寒
さ
も
忘
れ
熱
戦
を
繰
り

げ
ま
し
た
。

各
部
の
優
勝
、
準
優
勝
は
次
の
方
に
な
り
ま

、つ）

馨
寮
筏
の
皿
聞
出
新
鮮
捲
器
螢
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菜
の
花
サ
ラ
ダ
を
勉
強

安
田
男
性
料
理
教
室
で
は
2
月
2
1
日

月
曜
日
、
安
田
c
c
の
調
理
室
で
本
年
度
第

9
回
目
の
男
性
料
理
教
室
で
1
4
人
が
勉
強

し
ま
し
た
。

今
回
は
、
ほ
の
か
に
春
を
感
じ
る
食
材
を

使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
　
〝
　
八
宝
菜
〟
　
等
4
種

類
。
「
皆
さ
ん
熱
心
で
す
色
々
な
料
理
を

つ
く
り
健
康
を
維
持
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
」

と
正
山
、
平
岡
両
先
生
。

「
作
る
の
は
ど
れ
も
初
め
て
で
す
か
ぶ

の
『
あ
ち
ゃ
ら
漬
け
』
す
ぐ
実
行
し
て
み
た

い
」
と
木
下
景
介
さ
ん
、
試
食
後
の
情
報
交

換
会
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

次
回
は
3
月
1
8
日
で
す
。

（
多
留
　
正
弘
）

轟
韮
謹
鮭
缶
望
需

ら
し
の
方
9
4
人
に
配
膳
し
ま
し
た
。

弁
当
作
り
も
数
日
前
か
ら
食
材
の
バ
ラ
ン

ス
“
彩
り
等
を
考
え
た
美
味
し
い
弁
当
が
出

来
て
、
対
象
者
の
皆
さ
ん
か
ら
「
楽
し
み
に

し
て
い
る
ん
で
す
よ
」
　
と
大
変
喜
ん
で
頂
き

ま
し
た
。

ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
役
員
の
皆
様
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
佐
伯
　
啓
子
）

全
国
の
お
ひ

趣
味
で
集
め
ら
れ
た
京
都
。
福
岡
“
山

形
〃
富
山
。
滋
賀
。
秋
田
・
宮
崎
等
全
国

各
地
の
内
裏
雛
が
海
田
原
　
田
尻
の
前
田
博

明
様
宅
で
4
月
3
日
ま
で
飾
っ
て
あ
り
ま

す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
事
前
に
連
絡

（
0
9
0
－
4
6
9
6
－
9
7
6
7
）
　
し
て

く
だ
さ
い
。

（
升
田
　
芳
樹
）

子
と
も
た
ち
の
安
全
確
保

は
私
た
ち
の
手
で
…

吉
舎
地
区
給
食
サ
ー
ビ
ス

吉
舎
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
今
年

度
2
回
目
の
給
食
サ
ー
ビ
ス
を
2
月
1
2
日

土
曜
日
に
行
い
ま
し
た
。

「
青
色
防
犯
灯
パ
ト
ロ
ー
ル
講
習
会
」
が

2
月
2
3
日
水
曜
日
、
吉
舎
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
吉
舎
町
内
だ
け
で
な
く
甲

奴
町
や
三
良
坂
町
か
ら
も
含
め
4
7
名
の
方
が

一
堂
に
会
し
．
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
の
た

め
三
次
警
察
署
生
活
安
全
課
に
よ
る
1
時
間

余
り
の
講
義
を
熱
心
に
聴
講
し
ま
し
た
。

（
奥
田
　
剛
）
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一言宣言i： �ゝ、・　雲義郎言　　　恵出撃持参郡 

林　正樹氏（1984－〃倉敷市在住）と升田幸太 蕊　＿．厚 

；郎氏（1985－°吉舎町安田在住）は、それぞれ辻 〔と安田の出身で、ご存知の方も多いのではない �∴ 率嘩掌重曹膏 基 

÷　でしょうか。 �i蕊∴∴∴∴∴膚 
本展では、林氏と升田氏の彫刻作品約20点を �笠　　　　　i＿拳 

；展示し、造形芸術の創作と研鎖にたゆまぬ努力 …を続ける両作家の作品とプロフィールを紹介し �度 i像 ＿帰 院 

；ます。 �始 営 一恵 �i（年1イ　○全に 

作品が奏でるいのちの旋律を心行くまでご鑑 �� �！ななとす　路ネり世 

；賞いただき、新進気鋭の二人の郷土作家に心か 〕らの声援をお送りくださいo ：⊥＼き3月22日（火）～4月10日（日） ∴J上10時～17時（月曜日は休館） 言ところ美術館あーとあい“きさ �上組i蒜 職制c 　定 一貴市義母 輔久井陣一箪輩噂 軸醸搬捕縛博髄的山 ∴「∵∴－ヅ「∴「 境木時下諸掛3∴驚翳轢幾 � 

…入館料一般400円、65歳以上300円、 　高校生200円、中学生以下、障害者 　手帳など所持者及び介助者は無料 　美術館あことあい∴1、き 

性＿一＄＿＿＿＿＿＿＿義一＿－玄室言争“遵曇蓬髪 �造一　新を交来遠道と 　たつ流ま道路な 　離続 

病t徽　　章・・青 島勧艶鵜娼稽糧燈髄梅軒 �� 

：∴　‾　′ヽ 

÷i′ヽ　　　′ヽ　‾ 

∴　　∴∴io 

鞠／ 
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鰹　　　☆蜘☆おはなし広場☆☆‾☆i � 

き4月13日（水）10時30分一 挙テーマおはながさいたよ ところ吉舎図書館絵本コーナー 対象幼児～一般 驚 �3月の新着図書案内（1月21日一明20日受入分） ［一綴喜］ 青春18きっぷでゆく鉄旅プランBest49谷崎竜／著 池上彰の学べるニュース1・2・3　池上彰／著 

賢休まず開館します 警小“中学校が春休み中の月曜日（3月28日と4； 月5日）は、平常どおり開館します。i お気軽にご利用ください。 �地震イツモノート　地震イツモプロジェクト／編 シリコンスチーマーでかんだん！楽うまレシピ 　　　大越郷子／著 テンペスト1・2・3・4巻　池上永－／著 

今月のひとこと　　　　　∴∴： �など41冊 ［児童書］ 

！　ハカセなんてすごいな、と思うかもしれない！ �大地震サバイバルきみならどうする？　　国崎　信江／監修 

‡けど、実は誰にでもハカセになることができま雪 勝義韻 �ヒットラー・ユーゲントの若者たち愛国心の名のもとに 　　S．C．バートレツティ／著 さかさのこもりくんシリーズ4冊あきやまただし／作 108ひきめのひつじ　いまいあやの／作 はやくはやくっていわないで　平沢一平／絵 ！など49冊 

1 � 

お品合せ電43－4513（FAX薫）譲貸曲の場合は予約もできます。どうぞご利用ください。 Jl●●ll．ll・●I●●●，i一．，・．．一・I一．．●●●●．‘－●．●●i一●；●●●●i●●一●●●●●●・一，●●・・i〟．ir、、、Jii●I●一●・．‘一●●），、→－1－●●●一．，．．、●i‘●●一I・．●i一 
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農業労災申込み受付中
一」・：：lII � � � ��圭”； � �ー � � 

iII‾ ∴ 乞第写・．弼・、1ベ滋※、、、 � � �：■〇二” � �� 

㌶・霧茶寮潔さ、i、、 �� �＼i � ��∴∴∴ 

吉舎町農業労災互助制度は、農作業中に思わぬ事故
やケガを受けた人に対し、相互扶助を行うことを目的
とした制度です。

1．加入できる人　　吉舎町の住民

2．補償期間　　　　平成23年4月1日から

平成24年3月31日までの1年間

3．申し込み締め切り　平成23年3月31日

4．保険の対象となる事故は農作業中の事故で

○農機具による負傷、死亡
看農薬による中毒、死亡

■家畜による負傷、死亡

○マムシによる負傷、死亡

鵜ハチによる負傷、死亡

8その他の農作業による負傷、死亡

※中山間事業等の共同作業による負傷、死亡も対象
とする。

※加入者の家族及び作業を手伝っていた人も対象と

する。

：－．、 �∴ふ∴∴滋：：∴∴ ：：＝芯…鵬腺； 

垂 �「‾‡ 諦※“i鶏 �響 �瑳・：：：‘ 
∴∴∴∴∴∴∴：∴〕∴言∴∴∴∴∴ 霧染繋紫蘭鱗緩怒熊醸：一 

′補償金

S治療費、入院費のうち個人負担分

最高額50，000円

○休業費（事故発生後4日目から90日が限度）

最高額147，000円

S　後遺障害

最高額1，750，000円

○　死亡

最高額　2，450，000円

※児童や学生は休業費の補償対象となりません
※満75歳以上及び児童、学生は治療費を除き

補償金の基礎額を1／2で算出します。
6．年間掛金は1世帯当たり　1，500円

7．申し込み

申し込み者　→　常会長等

J

各自治振興会事務局
平成23年3月31日までに申し込み名簿と掛

け金を各自治振興会事務局に提出してください。

6
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平成23年3月10日

軸ん塔で考えよう吉舎の地誌職能食誇

その9紡鍛鰯軸富

徳市分校には、約100品の『徳市っ子農園』があり、年間を

通して長寿会の皆さんのご指導やご協力を受けながら野菜の

栽培活動を行っています。

本年度も、たまねぎ・じゃがいも“さつまいも・こんにゃ

く“かぼちゃ・トマト〃きゅうり等々を栽培しました。

栽培活動を通して栽培の難しさや食の安全などについて学

習しています。また、長寿会の皆さんとともに活動すること
により、働くことの大切さや喜びを感じ『ふるさと徳市を知

り“愛し、先人の知恵に学ぶ体験』を続けています。

また、5°6年生は本年度、今までの体験で学んだことを

もとに『農園暦』を作成しました。

暦が完成したときには、徳市－の野菜作りの名人の方に来て
いただき、内容の充実を図りました。

たまねぎの収程。〃180Kg 

約180kgものたまねぎが収穫でき、学校給食共同 

調理場に届けたり、また、レストラン等で購入してもら 
い、その収入の一部は、因島で行った高学年の宿泊体験 

言言動に充てました。たまねぎの栽培だけでなく、商品に 

するためにはていねいに扱うことなども学ぶことができ 

ました。 

【食育朝会で学ぶ】

学校給食共同調理場で作られた給食をいただいている児童た

ちが、学校給食共同調理場でどのように給食が作られているか

を学習することはとても大切なことです。徳市分校でも、栄養
士の先生に来ていただいて食育朝会を行っています。今年は学

期に1回ずつ（三次ふるさとランチの日に近い日）、主任栄養

専門員の杉原先生に来ていただきお話を聞きました。
下の写真は1回目（6月21日）のようすです。お話の内容

は、『地元の食材を取り入れた献立“バランスのとれた食事』

（旬の食べ物と栄養）でした。18日のふるさとランチの日の食

材の多くが、吉舎町内を含め三次市内で作られていることを知
り、驚くとともに安心したようすでした。
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義Or重〇〇g雪mliJエこ〃暮雪意義重工℡℡i質：饗‘重こな：“：蜜：‾　‾　‾　‾ �う会」 加害募集中！！ ：∴∴ っい」運動まで態繕綴 （月）ゑ （金） （月）舷証 暗闘 タ一雄 �～いこいの森 檜いこいの森で 行います。 � 

「体を動かそ ．＄ 上端」豊墨書 i 一〇3月25日 〃4月11日 時間13時30分～15 鶏会場吉舎保健セン ���から小さなイベントのお知らせ～ 「しいたけ“なめこ」のほだ木づくりを 

山でちょっぴり 小学生以上の方 とき3月 ところ檜し 定員30 ※風食にむすび �汗を流し、遊んでみませんか。 ならどなたでも参加できます。 27日（日）午前10時から ＼こいの森 名 ・とん汁を300円で用土しています 

帽。聾謂諾さん i装＿ 

離籍繕韓 ��！．目、。 韓2’繋港〕 申し込み先八幡コミュニティセンタ－ 電話：0824－43－2566 携帯：090－9736－6559 主催いこいの森を育てる会 共催八幡自治振興会 　霜 鹿田闘螺藷灘 ∴言．：∴∴一 

‡三三三三嚢三三…三 ‾1、㌔室 ］吉日でi利 

1　ギ　　　　　　　　　　　　　　　　用 

を　　　　　　　　　　　　　　　　で 

畦まること日程表　20・‾11年3月～2011年4鵜 
3月中旬～下旬 �徳市地区一斉清掃 ��徳市地区各地区 

3月20日（日） �安田地区給食サービス ��主催：安田地区社会福祉協議会 

3月20日（日）13：30－ �広島県立日彰館高等学校吹奏楽部定期演奏会 ��吉舎生涯学習センター 

3月21日（月）10：30～ �世代間交流（そば打体験） ��中四字コミュニティセンター 

3月23日（水）11：30～ �献血 ��吉舎保健センター 

3月24日（木） �吉舎町自治振興連合会理事会 ��吉舎生涯学習センター 

3月27日（日） �八幡地区一斉清掃 ��八幡地区各地区 

3月28日（月）13：30～ �消火訓練 ��吉舎コミュニティセンター 

発行・編集／『まるごときんさい』編集委員会　吉舎町自治振興連合会三次市吉舎町吉舎718番地1電話“FAX：43－7272
三次市吉舎支所　　　三次市吉舎町吉舎368番地　電話・43－3112　FAX：43－3062
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3
月
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日
　
（
水
）

4
月
1
3
日
　
（
水
）

・
旧
J
A
三
次
安
田
支
店
前

日
時
0
0
分
～
日
時
1
0
分

。
敷
地
簡
易
郵
便
局
前
駐
車
場

日
時
釣
分
～
日
時
4
0
分

二
一
一
次
市
吉
舎
支
所
前

日
時
5
0
分
～
1
2
時
0
0
分

※
印
鑑
を
持
参
く
だ
さ
い
。

総
合
調
整
係
電
4
3
－
3
1
1
1

2
ト
ン
事

［
く
み
取
り
日
］
　
　
4
月
4
日
　
（
月
）

4
ト
ン
享

［
く
み
取
り
日
］
毎
週
月
曜
日
〃
火
曜
日

（
祝
祭
日
を
の
ぞ
く
）

申
込
先

総
合
調
整
係
　
魯
4
3
－
3
1
1
1

※
く
み
取
り
を
希
望
す
る
人
は
、
毎
週
金
曜

日
午
後
3
時
ま
で
に
、
三
次
市
吉
舎
支
所
総

合
調
整
係
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
し
尿

く
み
取
り
取
次
店
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
し
尿
処
理
施
設
が
遠
隔
地
に
な
っ

た
た
め
、
運
搬
に
時
間
を
要
し
、
作
業
が
遅

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
余
裕
を
持
っ
て

早
め
に
申
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。


